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生
活
環
境
の
向
上
へ

眉
苧

比月前
ロ
男
女

人

ご
み
の
収
集
回
数
増
に
実
績

已
ルトーメロキ方
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９月21日から

清掃週間

▼
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
を
む
か
え
て
、
ご
み
も
資
源
と
し
て
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
▲

▼
な
り
ま
し
た
が
、
ご
家
庭
で
も
ご
み
を
出
す
前
に
今
一
度
使
い
み
ち
が
な
い
か
考
え
て
み
て
▲

▼
く
だ
さ
い
。
さ
よ
う
九
月
二
十
一
日
か
ら
清
掃
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
▲

▼
み
や
し
尿
の
問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
つ
て
み
ま
し
よ
う
。

り余年‐て
つ

なに集収回Ｃ
Ｖ
Ｉ

月

払みごいなえ焼

▲

市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
環
境
の
向
上
め
ざ
し
。
清
掃
事

業
の
取
り
組
み
に
努
力
し
て
き
ま

し
た
。

ご
み
の
量
が
長
谷
山
清
掃
工
場

（
城
陽
市
）
の
処
理
能
力
を
オ
ー

バ
・
・
‐
し
た
の
を
契
機
に
、
昭
和
五

十
年
七
月
か
ら
ご
み
減
量
と
資
源

の
再
利
用
を
目
的
と
し
て
古
紙
回

収
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

つ
い
で
、
五
十
二
年
十
二
月
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望

の
強
か
っ
た
燃
え
る
ご
み
の
週
二

回
収
集
を
実
現
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
個
別
収
集
か

ら
定
点
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
、

清
掃
関
係
の
人
員
や
機
材
を
増
や

す
こ
と
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ

Ｉ
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の

普
及
で
、
燃
え
な
い
ご
み
は
増
え
続

け
、
そ
の
量
も
五
十
三
年
度
に
年

間
六
千
ト
ン
を
超
え
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
「
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
回
数
を
多
く
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

声
が
出
さ
れ
、
市
と
し
て
も
要
望

の
実
現
に
む
け
検
討
。
市
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
み
の
分
別
の
徹
底

を
お
願
い
し
、
五
十
四
年
七
月
か

ら
燃
え
な
い
ご
み
の
月
二
回
収
集

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
空
び
ん
や

金
属
類
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
検
討
す
べ

き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
の

適
正
な
管
理
を

ご
み
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

す
め
る
の
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

（
必
ず
ご
み
の
分
別
を
）

｛
斟
の
ご
み
や
紙
く
ず
な
ど
の

米
寿
の
つ
ぎ
は
白
寿
の
お
祝
い
を
・
：

さ
る
七
日
、
西
宇
治
中
学
校
で

伊
勢
田
町
や
大
久
保
町
、
広
野
町

な
ど
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
、
ひ

と
足
早
く
第
一
回
目
の
宇
治
市
敬

１
’
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
出
席
し
た
島
田
市
長
は

『
今
年
も
み
な
さ
ん
に
お
会
い
で

き
ま
し
た
ね
…
い
つ
ま
で
も
お
元

敬老会
気
で
・
：
」
と
あ
い
さ
つ
。
つ
い
で
■

め
で
た
く
米
寿
を
む
か
え
ら
れ
た

人
に
赤
ざ
ぷ
と
ん
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
＜
ｍ
に
集
ま
ら
れ
た

約
千
人
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

は
、
演
芸
や
歌
な
ど
で
楽
し
く
一

日
を
弓
』
し
ま
し
た
。
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燃
え
る
ご
み
と
、
空
か
ん
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
の
燃
え
な
い
ご
み
と
は
別
に
し

て
定
め
ら
れ
た
日
に
定
点
へ
出
し

て
下
さ
い
。

（
台
所
の
ご
み
は水
切
り
し
て
）

水
分
が
多
い
と
、
焼
却
す
る
と

き
に
多
く
の
燃
料
が
必
要
。
ご
み

は
水
切
り
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
古
紙
の
再
生
利
用
を
）

古
紙
一
ト
ン
が
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ご
み
を
処
理
す
る
一
方
で
、
ご
Ｉ
パ
ー
四
千
二
百
個
分
に
。
新
聞

か
、
そ
れ
と
も
価
値
あ
る
惣

と
し
て
再
生
で
き
る
か
は
、
そ
れ

こ
そ
暮
ら
し
の
知
恵
で
は
な
い
で

―
－
１
１
－
ａ
ｌ
―
―
‐

―
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
自
―
―

し
よ
う
か
。
商
工
観
光
課
の
「
不

用
品
交
換
ひ
ろ
ば
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
の
声

木
幡
南
山
徹
底
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町

口
□
ロ
ド
二
で
か
竃
船
詣

左
右
田
か
な
え
さ
ん
ａ
に
出
し
て
い
ま
す
・
そ
う
で
な

燃
え
る
ご
み
が
週
一
回
収
集
だ
い
と
。
犬
や
猫
が
ご
み
袋
を
破
っ

っ
た
と
き
に
は
困
っ
た
こ
と
も
あ
て
ち
ら
か
し
ま
す
の
で
…
。

み
の
有
効
利
用
を
含
め
減
量
を
す
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
市
の
古
紙
回
り
ま
し
た
が
、
週
二
回
に
な
っ
て

収
事
業
な
ど
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
結
構
な
こ
と
で
す
。
燃
え
な
い
ご

（
交
換
で
き
る
不
用
品
）

あ
る
”
ｇ
ｔ
が
ぎ
夕
に
な
る

み
は
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
る
で
し

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
少
し
で

も
水
切
り
を
し
、
古
紙
回
収
で
ご

み
減
量
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
実

ち
ょ
う
ど
よ
い
み
た
い
で
す
。
パ

ッ
ク
類
が
多
い
の
で
燃
え
な
い
ご

み
は
段
々
増
え
て
い
ま
す
ね
。

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
分
別
を

清
掃
の
職
員
さ
ん
も
親
切
で
よ

く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
。

大
久
保
町
旦
椋
－
一

ト
樹
山
正
恵
１

燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
が
月
二

回
に
な
っ
て
一
年
ち
ょ
っ
と
で
す

と
く
に
夏
場
は
収
集
日
の
間
隔
が

も
フ
少
し
短
く
な
れ
ば
い
い
の
で

す
が
。
ま
た
、
生
ご
み
は
必
ず
水
切
り

を
し
て
い
ま
す
。
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
回
数
を
増
や
せ
ば
、
分
別

も
な
お
徹
底
す
る
ん
じ
や
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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十
月
一
日
は
、
全
国
一
斉
の
国

勢
調
杏
Ｔ
ト
こ
れ
は
国
や
府
、
市

な
ど
が
、
行
政
を
す
す
め
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
す
る

も
の
で
す
。
調
査
内
容
は
統
計
資

料
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
、
他
の
目

的
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
確
な
調

査
に
す
る
た
め
、
調
査
票
に
は
も

れ
な
く
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
の
問
に
、
調
査
員
が
各
家
庭
に

調
査
｀
曹
お
配
り
し
、
記
入
を
お

願
い
ヽ
に
参
り
ま
す
。
調
査
票
の
回

収
は
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
光
学
式
読
取

機
で
集
計
し
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
筆
記
具
は
、
必
ず
黒
鉛
筆
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
調
大
砦
荏
折
り
曲
げ
た
り
、
汚

九
月
二
十
四
口
か
ら
三
十
日
ま
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

調査票

国勢調査

9月下旬に配布

人
口
予
想
を

募
集
中

つ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
十
月
一
日
千
円
（
1
0
人
）
。
正
解
者
の
な
い
場
小
倉
町
南
浦

互
郵
剔
旱
別
才
～
合
孝
Ｅ
言
二
曜
一
Ｈ

Ｉ

し

集
し
ま
す
。
最
も
近
い
順
に
３
人
、
お
よ
び
残
岡
尾
秀
子
さ
ん

ｙ
応
募
方
法
…
官
製
は
が
き
に
念
賞
1
0
人
に
、
５
千
円
か
ら
２
千
燃
え
る
ご
み
の
週
二
回
収
集
は

￥
想
人
口
”
と
住
所
、
名
前
、
円
を
お
送
り
し
ま
す
。

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）
、

を
明
記
し
て
、
宇
治
琵
琶
三
三
の

市
役
所
企
画
課
へ
。
た
だ
し
、

た
だ
し
、
小
・
中
・
高
の
児
童
・

生
徒
に
は
。
賞
金
相
当
額
の
図
書

券
を
お
送
り
し
ま
す
。
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第２回子ども手づくり文化祭

ル
ー
プ
発
表
の
ほ
か
、
映
画
、
ク

ラ
フ
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
催

し
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
は

・
初
め
て
中
学
生
会
場
を
設
け
、
ロ

ッ
ク
バ
ン
ド
演
奏
や
映
画
上
映
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
親
子
で
。
友

だ
ち
同
士
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
作
品
を

展
示
し
よ
う

‘
こ
の
文
化
祭
の
主
役
は
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
で
す
。

実
行
香
貝
会
で
は
、
ひ
と
り
で

つ
く
っ
た
作
品
や
グ
ル
ー
プ
で
つ

く
っ
た
作
品
な
ど
多
く
の
出
品
を

待
っ
て
い
ま
す
。

第
二
回
子
ど
も
手
づ
く
り
文
化

祭
は
、
ぶ
ん
な
で
つ
く
ｆ
？
７
を

テ
ー
マ
に
九
月
二
十
三
日
岡
屋
小

学
校
な
ど
四
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
児
童
・
生
徒

の
制
作
に
よ
る
。
自
主
的
で
。
創

造
ゆ
た
か
な
作
品
を
一
堂
に
展
示

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
・
学

校
を
こ
え
た
交
流
を
は
か
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
も
刀

で
す
。
’

見
覇
で
は
、
作
品
展
示
、
グ

拓

作
品
の
受
付
は
、
二
十
三
日
午

前
八
時
か
収
九
時
ま
で
で
す
が
、

大
き
な
作
品
な
ど
で
前
日
に
搬
入

（
作
品
搬
出
・
あ
と
か
た
づ
け
）

催し予定衰

Ｑ
｀

峰Ｑ
Ｗ会

」
ｙ

ｌ
ｅ
1
1
1
9

が畢
―

（
作
品
搬
入
・
受
付
）
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麗
校

李

岡
小

市全

明
校

孚

神
小

倉
校
１
＊
≪
<
≪

こ

一
’
ｒ

祭化文の年昨たっわぎにで民市のく多

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
襲
｛
教
育

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

（
襲
載
育
課
）

上
手
な
お
は
な
し講

習
会

子
ど
も
た
あ
を
楽
し
い
夢
の
世

界
に
ま
ね
く
、
お
は
な
し
の
上
手

な
や
り
方
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
。▼

と
き
ど
内
容
・
・
・
1
0
月
1
3
日
㈲

子
ど
も
に
な
ぜ
お
話
が
大
切
か
。

1
0
月
2
4
日
田
講
師
に
よ
る
実
演
。

1
1
月
1
0
日
㈲
参
加
者
に
よ
忌
晋
。

今
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
が
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
、
な
く
す

た
め
、
家
庭
を
は
じ
め
地
域
、
職

場
か
ら
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
三
つ
の
重
点
運
動
〉

①
歩
行
者
、
と
く
に
子
ど
も
と
老

人
の
交
通
事
故
防
止
。

②
自
転
車
利
用
者
お
よ
び
二
輪
車

乗
用
者
の
交
通
事
故
防
止
。

③
安
全
運
転
の
確
保
。
と
く
に
無

謀
運
転
の
防
止
。

に
、
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

マ
啓
発
パ
レ
ー
ド

９
月
2
1
日
㈲
午
前
1
0
時
半
（
市

役
所
前
か
岳
畜
橋
西
誓
’
で
）

菟
道
。
神
明
、
伊
勢
田
各
小
学

校
児
童
の
鼓
笛
隊
、

ト
ラ
ン
ペ

市
民
会
館
で
、
申
込
み
は
交
通

労
政
課
ま
で
。

は交思

い
っ
て
安

通
共

心済

い
が
け
な
い
交
通
災
害
に
備

守
ろ
う
子
ど
も
と
老
人

ツ
ト
隊
が
参
加
し
、
京
都
銀
行
え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害

宇
治
支
店
前
で
演
奏
し
ま
す
。
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
運
動
期
間
中
、
宇
治
マ
交
通
事
故
相
談

市
交
通
安
全
対
策
協
襲
苔
中
心
９
月
2
3
日
㈲
午
後
１
時
半
か
ら

1
1
月
2
8
日
㈲
参
加
者
に
よ
ゑ
曹
。

（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

か
ら
３
時
半
ま
で
）
ｙ
講
師
・
・
・
矢

野
明
子
さ
ん
（
大
阪
市
立
図
書
館

動
務
）
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
第

一
会
議
室
▼
申
込
み
・
：
９
月
3
0
日

ま
で
に
市
民
図
書
室
（
電
話
＠
４

０
４
９
番
）
ま
で
。
先
着
一
Ｊ
人
で

締
め
切
刃
。
（
市
民
図
書
室
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ

ひ
ろ
ば
デ
ー

体
力
テ
ス
ト
判
定
員

養
成
講
習
会

▼
と
き
・
：
９
月
2
8
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
ｙ
と
こ
ろ
…
岡
屋

小
学
校
体
育
館
▼
定
員
…
3
0
人
ｙ

参
加
資
脩
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど

Ｓ
一
歳
以
上
心
指
導
者
．
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
、
職
場
・
地
域
に
お
け

る
体
育
指
導
者
ｙ
費
用
…
・
無
料

（
た
だ
し
、
認
定
料
千
円
と
テ
キ
ス

ト
代
は
受
講
者
負
担
）
ｙ
そ
の
他

：
講
習
会
の
全
日
程
を
終
了
し
、
・

筆
記
試
験
に
〈
拓
の
場
合
．
日
本

体
育
協
会
公
認
の
判
定
員
の
資
格

を
授
与
．
（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
む
か
え
、
市

秋
の
料
理
教
室

民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ｔ

ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
９

月
2
3
日
㈲
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
」

を
開
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き

る
服
装
又
覇
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
御
蔵
山
小
学
校
・
・
・
バ
レ
ー
ボ

ー
・
ル
、
午
前
1
0
時
1
1
2
時
ｙ
三
室

戸
小
学
校
・
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
午

後
１
時
半
～
３
時
半
▼
宇
治
中
学

校
・
・
・
軟
式
テ
ニ
ス
、
午
後
３
時
！

秋
の
味
覚
を
素
材
に
し
た
料
理

教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
９
月
2
9
日
㈲
午
後
１

時
～
４
時
ｙ
と
こ
ろ
：
中
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
秋
の
味

こ
の
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
障
害
の
程
度
に
よ
り
最
低
一
万

円
、
最
高
百
五
十
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
は
。
町
内
会
や
自
吏
｛

単
位
で
加
入
受
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
人
も

十
一
月
末
で
共
済
期
間
が
満
了
し

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
加
入
の
人

も
こ
の
雙
茫
ぜ
ひ
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
。
町
内
会
・
自
治
会
の
な

い
地
域
の
人
は
、
市
内
の
金
融
機

関
（
郵
便
局
は
除
く
）
ま
た
は
、

市
役
所
交
通
労
政
課
で
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

募
集

▼
と
き
…
1
0
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
ｙ
と
こ
ろ
・
：
国
鉄

京
都
駅
構
内
西
口
。
団
体
待
合
室

（
２
階
「
（
宇
治
警
察
署
）

未
就
業
看
護

職
員
の
方
へ

看
護
婦
叫
准
看
護
婦
倒
。
助

産
婦
、
保
健
婦
の
資
格
を
も
ち
な

が
ら
、
現
在
就
業
さ
れ
て
い
な
い
■

人
に
。
｀
最
近
の
医
学
や
看
護
の
動

向
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
、
就
業
希

望
の
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
前

回
ま
で
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
な
い
人
は
、
９
月
3
0
日
ま

で
に
宇
治
保
健
所
（
〒
6
1
1
宇
治
若

森
７
－
６
、
電
話
＠
2
1
9
1
）

へ
次
の
こ
と
を
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

箭
琴
譚
・
・
鼻
莽
管
疋
〈
連
絡
事
一
〉
山
氏
名
、
閣
痔
、

Ｖ
費
用
・
・
・
無
料
（
た
だ
し
、
材
料
費
電
話
番
号
、
圓
生
年
月
日
、
㈲
免

千
円
）
ｙ
定
員
・
・
・
3
0
人
▼
申
込
み

・
・
中
泊
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
電

話
0
2
3
1
5
番
）
ま
で
。

案
内

1
2
時
▼
北
小
倉
小
学
校
・
・
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
体
ガ
テ
ス
よ
ぺ
午
前

1
0
時
’
、
1
2
時
▼
南
宇
治
中
学
校
…

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
体
カ
テ
ス
太
べ

午
後
３
時
～
５
時
（
誌
蔽
育
課
）

行
方
不
明
の
人
を

さ
が
す
相
談
所

発
見
の
手
が
か
り
の
な
い
家
出

人
や
行
方
不
明
者
の
所
在
調
査
を

許
種
別
。
（
宇
治
保
健
所
）

風
し
ん
予
防
芸
種

ｙ
と
き
…
９
月
晋
曽
」
後
２

ア
ル
バ
イ
ト登

録
者

次
の
職
種
の
ア
ル
バ
イ
ト
登
録

者
ｉ
券
集
し
ま
す
。

ｙ
学
校
給
食
調
理
員
･
･
ｅ
調
理

師
免
許
の
有
無
は
問
わ
ず
、
②
―

年
間
を
通
じ
て
毎
週
月
卜
木
曜
日

の
う
ち
。
―
～
２
回
勤
務
可
能
な

人
ｙ
幼
稚
園
教
諭
・
・
Φ
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
②
公

・
私
立
幼
稚
園
を
問
わ
ず
、
以
前

に
実
務
経
験
の
あ
る
人
ｙ
学
校
養

護
職
員
…
看
護
婦
、
保
健
婦
、
養

護
教
諭
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る

人
▼
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
用
務
員

・
・
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
▼
申
込
み

：
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
の
写

寥
簒
符
し
て
、
９
月
2
7
日
田
ま

で
に
宇
治
市
教
育
香
貝
会
総
務
課

ま
で
。

（
教
育
委
貝
会
総
務
課
）

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
‘
．
ｌ
‘
Ｌ
参
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昆
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詰
讐
に

澗
京
治

｀
宇

（
Ｘ
）
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‘

プ
リ
ン
屋
さ
ん
ご
っ
こ

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
プ
リ
ン
は
い
か
が

で
す
か
Ｉ
」
砂
場
で
は
、
か
わ
い
い
プ
リ
ン

屋
さ
ん
が
店
開
き
。
お
客
さ
ん
の
求
め
で
、
プ

リ
ン
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
早
替
り
。

と
な
り
で
は
、
ヶ
Ｉ
キ
屋
さ
ん
も
店
開
き
。

（
水
久
保
保
育
所
の
砂
場
で
の
自
由
遊
び
）
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